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１【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】 

 平成19年６月26日に提出いたしました第27期（自 平成18年４月１日 至 平成19年３月31日）有価証券報告書の記載事項の一

部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため、有価証券報告書の訂正報告書を提出するものであります。 

  

２【訂正事項】 

第一部 企業情報 

第４ 提出会社の状況 

５ 役員の状況 

第５ 経理の状況 

１ 連結財務諸表等 

(1）連結財務諸表 

連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項 

注記事項 

（税効果会計関係） 

  

３【訂正箇所】 

 訂正箇所は  を付して表示しております。 

  

 



第一部【企業情報】 
  

第４【提出会社の状況】 
  

５【役員の状況】 

（訂正前） 

  

  

（訂正後） 

  

  

  

役名 職名 氏名 生年月日 略歴 任期 
所有株式数
（千株） 

常勤監査役   宮田 賢一 昭和21年10月３日生

昭和44年４月 窪田鉄工㈱（現 ㈱クボ

タ）入社 

(注)７ －

平成９年６月 同社熱パイプ営業部長 

平成11年５月 同社市川（鋼管製造工場）

工場長 

平成13年10月 同社鋼管事業部長 

平成19年６月 当社常勤監査役（現任） 

         
          
         

        計   824 

（注） ＜略＞ 

役名 職名 氏名 生年月日 略歴 任期 
所有株式数
（千株） 

常勤監査役   宮田 賢一 昭和21年10月３日生

昭和44年４月 久保田鉄工㈱（現 ㈱クボ

タ）入社 

(注)７ －

平成９年６月 同社熱パイプ営業部長 

平成11年５月 同社市川（鋼管製造工場）

工場長 

平成13年10月 同社鋼管事業部長 

平成19年６月 当社常勤監査役（現任） 

         
          
         

        計   824 

（注） ＜略＞ 



第５【経理の状況】 
  

１【連結財務諸表等】 

(1）【連結財務諸表】 

連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項 

（訂正前） 

  

（訂正後） 

  

 

項目 
前連結会計年度

（自 平成17年４月１日 
至 平成18年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成18年４月１日 
至 平成19年３月31日） 

    
    
    

４．会計処理基準に関する事

項 

    

(1）重要な資産の評価基準及

び評価方法 

③ たな卸資産 ③ たな卸資産 

当社、国内子会社、中国子会社およ

びロシア子会社 

当社、国内子会社、中国子会社およ

びロシア子会社 

  移動平均法に基づく原価法 同左 

  米国子会社およびシンガポール子会

社 

米国子会社、シンガポール子会社お

よび台湾子会社 

  先入先出法に基づく原価法 同左 

    
    
    

項目 
前連結会計年度

（自 平成17年４月１日 
至 平成18年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成18年４月１日 
至 平成19年３月31日） 

    
    
    

４．会計処理基準に関する事

項 

    

(1）重要な資産の評価基準及

び評価方法 

③ たな卸資産 ③ たな卸資産 

 当社及び国内子会社は、主に移動平

均法による原価法、連結子会社のうち

米国子会社及びシンガポール子会社

は、先入先出法による低価法、他の連

結子会社は、主として移動平均法によ

る低価法によっております。 

同左 

    
    
    



注記事項 

（税効果会計関係） 

（訂正前） 

  

 

前連結会計年度
（自 平成17年４月１日 
至 平成18年３月31日） 

当連結会計年度
（自 平成18年４月１日 
至 平成19年３月31日） 

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別

の内訳 

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別

の内訳 
  

繰延税金資産  

賞与引当金損金算入限度超過額 64,754千円

投資有価証券評価損否認額 34,944千円

役員退職慰労引当金損金算入限度
超過額 

48,055千円

関係会社株式評価損否認額 25,458千円

関係会社投資損失引当金 23,755千円

貸倒引当金損金算入限度超過額 288,501千円

ゴルフ会員権評価損否認額 28,772千円

繰越欠損金 519,159千円

事業税引当額 39,361千円

たな卸資産評価損 142,799千円

その他 98,708千円

繰延税金資産 小計 1,314,271千円

評価性引当額 △882,470千円

繰延税金資産 合計 431,800千円

繰延税金負債  

減価償却繰入限度不足額 △8,910千円

時価評価による簿価修正額 △198,418千円

繰延税金負債 計 △207,328千円

繰延税金資産の純額 224,472千円

繰延税金負債  

その他有価証券時価評価差額 339,344千円

前払年金費用 32,467千円

その他 10,537千円

繰延税金負債 計 382,349千円

  

繰延税金資産  

賞与引当金損金算入限度超過額 93,455千円

投資有価証券評価損否認額 35,529千円

役員退職慰労引当金損金算入限度
超過額 

47,066千円

貸倒引当金損金算入限度超過額 35,846千円

ゴルフ会員権評価損否認額 28,801千円

繰越欠損金 287,540千円

たな卸資産評価損 79,191千円

その他 144,286千円

繰延税金資産 小計 751,718千円

評価性引当額 △388,922千円

繰延税金資産 合計 362,795千円

繰延税金負債  

時価評価による簿価修正額 △178,126千円

その他有価証券時価評価差額 △303,785千円

前払年金費用 △44,646千円

その他 △12,796千円

繰延税金負債 計 △539,355千円

繰延税金資産の純額 △176,559千円

繰延税金資産の純額及び繰延税金負債は連結貸借対

照表の以下の項目に含まれております。 

繰延税金資産の純額は連結貸借対照表の以下の項目

に含まれております。 
  

流動資産－繰延税金資産 123,095千円

固定資産－繰延税金資産 64,017千円

流動負債－繰延税金負債 10,112千円

固定負債－繰延税金負債 334,876千円

流動資産－繰延税金資産 127,583千円

固定資産－繰延税金資産 50,500千円

流動負債－繰延税金負債 8,595千円

固定負債－繰延税金負債 346,047千円



（訂正後） 

  

  

  

前連結会計年度
（自 平成17年４月１日 
至 平成18年３月31日） 

当連結会計年度
（自 平成18年４月１日 
至 平成19年３月31日） 

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別

の内訳 

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別

の内訳 
  

繰延税金資産  

賞与引当金損金算入限度超過額 64,754千円

投資有価証券評価損否認額 34,944千円

役員退職慰労引当金損金算入限度
超過額 

48,055千円

関係会社株式評価損否認額 25,458千円

関係会社投資損失引当金 23,755千円

貸倒引当金損金算入限度超過額 288,501千円

ゴルフ会員権評価損否認額 28,772千円

繰越欠損金 519,159千円

事業税引当額 39,361千円

たな卸資産評価損 142,799千円

その他 98,708千円

繰延税金資産 小計 1,314,271千円

評価性引当額 △882,470千円

繰延税金資産 合計 431,800千円

繰延税金負債  

減価償却繰入限度不足額 △8,910千円

時価評価による簿価修正額 △198,418千円

繰延税金負債 計 △207,328千円

繰延税金資産の純額 224,472千円

繰延税金負債  

その他有価証券時価評価差額 339,344千円

前払年金費用 32,467千円

その他 10,537千円

繰延税金負債 計 382,349千円

  

繰延税金資産  

賞与引当金損金算入限度超過額 93,455千円

投資有価証券評価損否認額 35,529千円

役員退職慰労引当金損金算入限度
超過額 

51,048千円

貸倒引当金損金算入限度超過額 36,001千円

ゴルフ会員権評価損否認額 28,801千円

繰越欠損金 346,807千円

たな卸資産評価損 79,191千円

その他 163,544千円

繰延税金資産 小計 834,380千円

評価性引当額 △471,584千円

繰延税金資産 合計 362,795千円

繰延税金負債  

時価評価による簿価修正額 △178,126千円

その他有価証券時価評価差額 △303,785千円

前払年金費用 △44,646千円

その他 △12,796千円

繰延税金負債 計 △539,355千円

繰延税金資産の純額 △176,559千円

繰延税金資産の純額及び繰延税金負債は連結貸借対

照表の以下の項目に含まれております。 

繰延税金資産の純額は連結貸借対照表の以下の項目

に含まれております。 
  

流動資産－繰延税金資産 123,095千円

固定資産－繰延税金資産 64,017千円

流動負債－繰延税金負債 10,112千円

固定負債－繰延税金負債 334,876千円

流動資産－繰延税金資産 127,583千円

固定資産－繰延税金資産 50,500千円

流動負債－繰延税金負債 8,595千円

固定負債－繰延税金負債 346,047千円
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